
 

令和８年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立馬宮中学校 ）     学校番号 ２３１                            【様式】 
学 校 教 育 目 標 『未来を拓け』  ～  自己の創造  ・  生きる自信  ～        

目 指 す 学 校 像 「授業」第一主義 「生徒」至上主義 「地域」尊重主義         

          

重 点 目 標 

１ 基礎的・基本的な学習内容の指導を基にした、基礎学力の向上 

２ 生徒の豊かな心の育成と、生徒一人ひとりに寄り添った支援の推進 

３ 保護者・地域等とのコミュニケーションを基にした、コミュニティ・スクールの推進 

４ 教育環境の整備と、健康で安心・安全な学校生活の推進 

５ 保護者・地域から信頼される教職員に向け、指導力向上と資質向上 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和９年 月  日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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【現状】 
○令和７年度全国学力・学習状況調査及びさいた
ま市学習状況調査では、前年度より上昇してい
るものの市の平均正答率と比べ、課題がある。 

○授業に関しては、落ち着いて取り組んでいる。
しかし、基礎学力及び確かな学力の定着に結び
ついていない。 

【課題】 
○令和７年度全国学力・学習状況調査の結果分析
から、国語においては「話すこと･書くこと」、
数学については「数と式、図形、関数、データ
の活用」に関する学習内容が課題である。 

○学習内容の基礎・基本の定着が課題である。 
○家庭学習の定着が課題である。 

・学習内容の基
礎・基本の定
着 

①ＴＴ・少人数指導を活用し、個に応じ
た指導を実施する。 

 
②既習事項の復習と終末での振り返りを

各教科の授業でスタンダードなもの
とする。 

①学校生活アンケート（生徒）の学習に
関する質問で、肯定的な回答が８５％
以上となったか。 

②学校生活アンケート（生徒）の家庭学
習に関する質問で、肯定的な回答が６
０％以上となったか。 

 

 

 

  
・学習に対する
達成感・成就
感の経験 

①教員が生徒の個人内での成長をしっか
りと把握し、机間指導や授業以外の場
面でも、よくできたことについて積極
的に褒めるようにする。 

②他教科の学習内容を把握し、学習事項
が有機的に結びつく経験をさせる。 

① ①全国学力・学習状況調査において、国 
②   語・数学ともに前年度を上回る結果と 

なったか。 
②国語・数学の定期テストにおいて、基
礎・基本の問題の正答率が６５％以上
となったか。 
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【現状】 
○令和７年度学校生活アンケート（生徒）におい
て、「いじめや差別をすることなく、思いやり
の気持ちをもってみんなと協力し、学校生活を
送っていますか」の質問に対して、肯定的な回
答をした生徒の割合が、９６％であった。 

○令和７年度学校生活アンケート（生徒）におい
て、「先生方は悩みや相談に親身になって応じ
てくれていますか。」の質問に対して、肯定的
な回答をした生徒の割合が、９６％であった。 

【課題】 
○生徒の豊かな心を育成するために、各授業や諸
活動の内容を改善していかなければならない。 

○不登校生徒が前年度比で増加していることが課
題である。 

・生徒一人ひと
りへの細かな
教育支援・相
談に向けた校
内体制の充実 

①特別の教科「道徳」の内容をさらに充
実させ、お互いを思いやる気持ちのさ
らなる醸成を図る。 

②生徒が活躍する場面や生徒の成果物を
積極的に発信したり掲示したりする。 

①学校生活アンケート（生徒）の思いや
りに関する質問で、「そう思う」の回
答が９７％以上となったか。 

②学校評価に係るアンケート（保護者） 
で、思いやりに関する質問で、肯定的 
な回答が７０％以上となったか。 

 

 

 

  ・組織的な生徒
指導・教育相
談・特別支援
教育の実施と
生徒一人ひと
りに寄り添っ
た支援の実施 

①  ①休み始めた生徒に対する電話連絡や 
②   家庭訪問を確実に行い、新たな不登 
③   校生徒を生まないようにする。 
②  ②登校を渋る生徒が登校しやすくなるよ 
③    う学校として対応可能な要望について 
④    は柔軟に対応していく。 

①学校生活アンケート（生徒）で、教職
員の対応に関する質問で、肯定的な回
答が９７％以上となったか。 

②学校評価に係るアンケート（保護者）
で、教職員の対応に関する質問で、肯
定的な回答が７０％以上となったか。 
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【現状】 
○「豊かな知（学力・判断）・豊かな心（挨拶・
自他尊重）・豊かな体（健康・体力）・豊かな
絆（地域・郷土）」で、地域を担える生徒を育
成するために、具体的な活動の機会を生徒に提
供している。 

【課題】 
○生徒が活動には参加するものの主体性や創造性
を育めない場面があり、エージェンシーの育成
にまで至っていないことがある。 

・生徒の姿を地
域全体で共有
する教育活動
の展開 

① ①学校だより及びホームページやその他 
②  のツールを用いて、学校の様子を発信 
③  し、生徒が活躍する様子を地域や保護 
④  者と共有する。 
⑤ ②学校行事・学校公開日の案内は紙面と 
⑥  ともにデジタルも活用し、来校者の増 

 加につなげる。 

①学校評価に係るアンケート（保護者）
で、「教育活動の積極的な公開を行っ
ている」の質問で、肯定的な回答が９
０％以上となったか。 

②学校評価に係るアンケート（保護者）
で、「目指す生徒像」に関する質問
で、肯定的な回答が７５％以上となっ
たか。 

 

 

 

  ・生徒の地域活
動への参加及
び地域人材を
活用した教育
活動の推進 

①  ①地域主催の活動やボランティアの生徒 
②   への案内については周知の仕方につい 
③    て関係する地域の方や教職員と協働し 
④    て行う。 
② ②地域の人材とともに生徒についても企 
③  画の段階から関わらせ、生徒のエージ 
④  ェンシーを育む。 

①学校評価に係るアンケート（保護者）
で、「生徒の地域社会への貢献の促
進、地域ぐるみの生徒の健全育成」の
質問で、肯定的な回答が８５％以上と
なったか。 

②学校評価（教職員）で、「関係機関・
保護者・地域の連携を強化し、生徒の
健全育成」に関する質問で、肯定的な
回答が９５％以上となったか。 
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【現状】 
○令和７年度学校生活アンケート（生徒）におい
て、「安全に気を付けた学校生活をしています
か」、「健康に気を付けた学校生活をしていま
すか」の質問に対して、肯定的な回答をした生
徒の割合がそれぞれ９６％と９７％であった。 

【課題】 
○登下校はもとより日常生活においても特に交通
安全には注意しなければならない。 

・生徒が落ち着
いた生活が送
ることができ
る環境整備の
徹底。 

① ①毎月の安全点検結果を管理職、安全 
②  担当、事務職員で共有し、必要に応 
③  じて迅速に対応する。 
③ ②清掃活動の時間を確保して校内の美化 
④  に努め、落ち着いて学習することので 
⑤  きる環境を作る。 

①学校生活アンケート（生徒）の「学校
が楽しいですか」の質問で、「そう思
う」の回答が９５％以上となったか。 

②学校評価（教職員）で、「健康で安
心・安全な学校生活の推進」の質問
で、肯定的な回答が９５％以上となっ
たか。 

 

 

 

  ・教育環境・学
習環境の整備
及び、生徒の
安全への意識
の向上 

① ①普通教室とともに Solaるーむなどの 
②  教室に入らない生徒の学習環境も適切 
③  に整える。 

②安全担当を活用して毎回テーマをもっ
た避難訓練を実施し、生徒の安全意識
をさらに高める。 

①学校生活アンケート（生徒）の安全に
関する質問で、「そう思う」の回答が
９７％以上となったか。 

②学校評価に係るアンケート（保護者）
で、安心・安全及に関する質問で、肯
定的な回答が平均９０％以上となった
か。 
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【現状】 
○ＩＣＴ機器の活用を含め、指導方法を工夫・改
善し、「魅力ある授業」を目指し、各種研修を
通して指導力の向上に努めている。 

○服務に関する研修をあらゆる機会を捉えて行
い、教職員の資質向上に努めている。 

【課題】 
○ＩＣＴ機器の効果的な活用については、教職員
の利活用に差がある。 

○服務については、教職員に係る事故事例を活用
し、より一層、一人ひとりの意識の向上に努め
なければならない。 

○時間外在校等時間が多い教職員がおり、心身の
健康面が心配される。 

・信頼される教
職員を目指し
た、指導力向
上研修 

① ①アクティブ・ラーニング的手法を用い 
②  るとともにＩＣＴを適切に活用するこ 
③  とにより「魅力ある授業」を行う。 

②教職員一人ひとりが学習指導（指導方
法）や生徒指導・教育相談（生徒・保
護者対応）等について、校外での研修
に積極的に参加する。 

①学校生活アンケート（保護者）の「魅
力ある授業」に関する質問で、肯定的
な回答が６５％以上となったか。 

②学校評価（教職員）で、「学習指導」
及び「生徒指導」に関する質問で、肯
定的な回答がともに９０％以上となっ
たか。 

 

 

 

  ・信頼される教
職員を目指し
た、服務研修
の実施及び教
職員一人ひと
りの意識改革
の推進 

①  ①校内研修や倫理確立委員会のみなら 
②    ず、全教職員が参集するあらゆる機会 
③    を捉えて、教育公務員としての自覚の 
④    向上を図る。 
⑤  ②定時退校日を定めるとともに部活動検 

   討委員会を設置し教職員の業務管理や 
   健康確保措置につなげる。 

①学校評価（教職員）で、「保護者・地
域から信頼される教職員に向け、指導
力向上と資質向上」に関する質問で、
肯定的な回答が９５％以上となった
か。 

②教職員の時間外在校等時間を月平均35
時間以内とすることができたか。 

 

 

 

 

地
域
と
と
も
に
あ
る 

学
校
づ
く
り
に
関
す
る
取
組 

教
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に 

関
す
る
取
組 

 

教
育
環
境
の
整
備
に 

関
す
る
取
組 

 

子
ど
も
の
発
達
や 

心
の
サ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
取
組 

 

学
び
の
質
の
向
上
に 

関
す
る
取
組 

 


